
社会 実証

 当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

成

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

 

当 ン

 無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

 

電波強度

 電波暗室を利用し

指向特性

 

Ｍ イ

 基板 害電磁波を

確認す 事 ます

電磁波攻撃 誤動作を ュ ョンす 事 可能 す

 

高周波測定

 高周波対応 ッ ワ アナ イ

アナ イ ～

を用い 各種電気特性を評価す 事 ます

 

筐体試作

 年C

試作品を作成す 事 ます

切削加工 可能 強度を必要 す 部品や 治工具

製作 可能 す

 

リャLT

 欧米やア ア 製造業 主流 い 試験手法 す

温度

機能判定を行う事 製品 弱点を洗い出す事 ます

 

表面観察

イ コ を利用し

自動 ン

最大倍率：

機能 付属し います

社会 実証

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

成 ピフ

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

ン

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

電波強度 評価

電波暗室を利用し

指向特性を フD

6ラリz 以 帯域 評価 い 相談 い

Ｍ イ 対策

基板 害電磁波を

確認す 事 ます

電磁波攻撃 誤動作を ュ ョンす 事 可能 す

高周波測定 

高周波対応 ッ ワ アナ イ

アナ イ ～

を用い 各種電気特性を評価す 事 ます

筐体試作 

年C 切削 ンや３ ン を使用し 筐体や機構部品

試作品を作成す 事 ます

切削加工 可能 強度を必要 す 部品や 治工具

製作 可能 す

リャLT 試験 

欧米やア ア 製造業 主流 い 試験手法 す

温度 振動 複合環境

機能判定を行う事 製品 弱点を洗い出す事 ます

表面観察 

イ コ を利用し

自動 ン 合成

最大倍率：ピ000

機能 付属し います

社会 実証 ン い

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

フ 糸島市 糸島 チ 開 致しました

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

ン  

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

評価 

電波暗室を利用し アン ナや イ 機器 電波

フD 視覚的

以 帯域 評価 い 相談 い

対策 

基板 害電磁波を

確認す 事 ます また 電磁波照射

電磁波攻撃 誤動作を ュ ョンす 事 可能 す

高周波対応 ッ ワ アナ イ

アナ イ ～ピ6バプラリz

を用い 各種電気特性を評価す 事 ます

ンや３ ン を使用し 筐体や機構部品

試作品を作成す 事 ます

切削加工 可能 強度を必要 す 部品や 治工具

製作 可能 す  

欧米やア ア 製造業 主流 い 試験手法 す

振動 複合環境 -

機能判定を行う事 製品 弱点を洗い出す事 ます

イ コ を利用し

合成 高精細 ３ 画像

ピ000 倍 また 寸法や表面粗 を計測す

機能 付属し います  

ン い  

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

糸島市 糸島 チ 開 致しました

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

 

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

アン ナや イ 機器 電波

視覚的 評価す 事 ます

以 帯域 評価 い 相談 い

基板 害電磁波を画像重 合せ

また 電磁波照射

電磁波攻撃 誤動作を ュ ョンす 事 可能 す

高周波対応 ッ ワ アナ イ ～

ピ6バプラリz オ コ

を用い 各種電気特性を評価す 事 ます

ンや３ ン を使用し 筐体や機構部品

試作品を作成す 事 ます ア 軽 属

切削加工 可能 強度を必要 す 部品や 治工具

欧米やア ア 製造業 主流 い 試験手法 す

-ピ00～100℃ 最大

機能判定を行う事 製品 弱点を洗い出す事 ます

イ コ を利用し 照明 最適化

高精細 ３ 画像 得 ます

倍 また 寸法や表面粗 を計測す

 

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

糸島市 糸島 チ 開 致しました

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

アン ナや イ 機器 電波

評価す 事 ます

以 帯域 評価 い 相談 い

画像重 合せ 視覚的

また 電磁波照射

電磁波攻撃 誤動作を ュ ョンす 事 可能 す

～プ0ラリz

オ コ ～

を用い 各種電気特性を評価す 事 ます  

ンや３ ン を使用し 筐体や機構部品

ア 軽 属

切削加工 可能 強度を必要 す 部品や 治工具

欧米やア ア 製造業 主流 い 試験手法 す

℃ 最大 ベ0ラrms

機能判定を行う事 製品 弱点を洗い出す事 ます

照明 最適化

得 ます

倍 また 寸法や表面粗 を計測す

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

糸島市 糸島 チ 開 致しました

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

アン ナや イ 機器 電波強度  

評価す 事 ます  

以 帯域 評価 い 相談 い  

視覚的  

また 電磁波照射  

電磁波攻撃 誤動作を ュ ョンす 事 可能 す  

 

～1フラリz  

ンや３ ン を使用し 筐体や機構部品 

ア 軽 属 

切削加工 可能 強度を必要 す 部品や 治工具 

欧米やア ア 製造業 主流 い 試験手法 す  

ベ0ラrms  

機能判定を行う事 製品 弱点を洗い出す事 ます  

照明 最適化  

 

倍 また 寸法や表面粗 を計測す  

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

糸島市 糸島 チ 開 致しました

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

 

 

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

糸島市 糸島 チ 開 致しました  

今回 新た ＩｏＴ機器 評価を見据えた設備増強を実施し ＩｏＴ試作検証工

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

工 を併設します

無線通信評価を始 し 筐体試作 耐久試験ま ＩｏＴ機器 開発を支援します  

 

 

 

 

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

を併設します  

当 ン 先端成長産業育成を目指した福岡県 コン 福岡 ェ 一環 し

アン ナや イ 機器 空

間電波特性を

ン 測定可能 ～

 

FD平

イ ：

 

高温多湿環境 製品 信頼

性能試験 可能

ピ0

 

 

 電波暗室

アン ナや イ 機器 空

間電波特性を

ン 測定可能 ～

フノベ00

フD

FD平 積層方式 ッチ

ャBS 材

イ ：ピプブ

ピプ0

恒温恒湿

高温多湿環境 製品 信頼

性能試験 可能

ピ0～9ペデrh

フプ0

電波暗室 

アン ナや イ 機器 空

間電波特性を フ-D 放射

ン 測定可能 ～6ラリz

フノベ00 ／h

フD ン  

積層方式 ッチ 0バピプブ

材 フD 造形 可能

ピプブ×ピプブ×

ピプ0 ／h  

恒温恒湿槽 

高温多湿環境 製品 信頼

性能試験 可能 -ピ0～

 

フプ0 ／h  

アン ナや イ 機器 空

放射

6ラリz  

 

基板

測定範囲

～

 

0バピプブ

造形 可能

×フ0プ  

 

製品 在す 欠陥や弱点を短時間

抽出す 事 可能

 

高温多湿環境 製品 信頼

～100℃

 

1フラリz

波形を最大

事 可能

 

E平C

基板 E平S

測定範囲 フ00

～ペラリz  

ブプ0

リャLT

製品 在す 欠陥や弱点を短時間

抽出す 事 可能

-100～ピ00

 

試験 容 価格調整

オ コ

1フラリz ま 高周波帯域 電気信

波形を最大

事 可能  

 

ピノペプ0

主 設備

E平C イ キ ナ

E平S 加え 電磁波照射

E平ル 評価 可能

フ00×ピ1プ

 

プ0 ／h

リャLT 試験機

製品 在す 欠陥や弱点を短時間

抽出す 事 可能  

ピ00℃ ～ベ0ラrms

試験 容 価格調整

オ コ

ま 高周波帯域 電気信

波形を最大 ブ チ 測定す

 

ピノペプ0 ／h

主 設備 

イ キ ナ  

加え 電磁波照射

評価 可能  

ピ1プ×100  

 

試験機 

製品 在す 欠陥や弱点を短時間

 

ベ0ラrms  

試験 容 価格調整 

オ コ  

ま 高周波帯域 電気信

チ 測定す

 

加え 電磁波照射

 

 

チッ 軽 属

工 可能 動作

ブ00×

 

イ コ

製品 在す 欠陥や弱点を短時間

 

照明 最適化

高精細

能 ～×

 

ッ ワ アナ イ

ま 高周波帯域 電気信

チ 測定す

プ0ラリz

波信号 反射 伝送特性を測定す

事 可能

 

切削 RP

チッ 軽 属

工 可能 動作

×1ププ ワ 重量

プ00 ／

イ コ

照明 最適化 自動 ン

高精細 フD画像 観察 可

能 ～×ピ000

ブ00 ／

ッ ワ アナ イ

プ0ラリz ま 周波数帯域 高周

波信号 反射 伝送特性を測定す

事 可能  

フノ100 ／

RP ン 

チッ 軽 属 年C 切削加

工 可能 動作 プ00

ワ 重量 1ピkg

／h  

イ コ

自動 ン 合成

画像 観察 可

 

／h  

ッ ワ アナ イ

ま 周波数帯域 高周

波信号 反射 伝送特性を測定す

／h  

切削加

プ00×

1ピkg  

イ コ  

合成

画像 観察 可

ッ ワ アナ イ  

ま 周波数帯域 高周

波信号 反射 伝送特性を測定す



� 最大倍率「000倍

� 見 撮 測 1 凝縮

� 深 合成 手軽 」）画像 生成

� チ ング エッ の効い
た画像 取得 能

� VHX-6000

� 光学倍率：「0～「000倍

� チ ング
� 全方位 の ング

立体感のあ 画像 得 事
能

� ング 観察
� 観察対象 固定したまま視点

変え 事 能

� 深 合成
� ッ ボ までの画像

合成し 」） タの う 全方
位 観察す 事 能

� 主 仕様

� 光学倍率：「0～「000倍 ×「0､×100､×「00､×500､×1000､×「000

� サ ： W)171mmｘ ） 168mm 中央円板：φ100

� 移動量：XY：±「0mm Z：49mm

� ッ 回転角：±90°

� 撮像素子：1/1.8型 （MOS ンサ 実行画素1600。H)×1「00。V)

� 動画撮影機能：50fps 最長1時間 AVI形式

� 解析ソ ：無償 」）再生 チ ング編集

公益財団法人 福岡県産業 科学技術振興財団
社会 実証 ンタ

〒819-11「「 糸島市東196」-4
TEL：09「-」」1-8510 FAX：09「-」」1-8515
URL：http://jiss.ist.or.jp/ e-mail：admin@jiss.ist.or.jp

� 画像連結
� 高倍率 キ したまま広範

囲 画像 連結す 事 能

� コンタ 計測
� 大 さ別 数量 カウン

集計す 事 能

� 寸法計測機能
� 測定顕微鏡の う 標 組 で計測す 事 能



� （A） 作成 た3次元 タを入力 各種 ラ
チ ク樹脂や 真鍮 軽金属を切削造
形 N（ タを直接入力 事 可能

� 加工 専門知識 不要
� 対話形式 直観的操作 可能 制御ソ よ

N（加工 関 専門知識 無く 操作可能

� オ チ ン ャ 回転軸 ニ よ
全自動両面加工 可能

� SRP Plaとer
� （A） 設計 た3次元 タを入力 数

値入力 簡単 選択 よ 5
設定を絞 込

� 加工形状 合わせ ソ 最適
選択を指示

� 入力 イ IGES 推奨 STLを
作成 たN（ タを直接読

込 事 可能
� 切削開始前 上 イ や加工時

間を ン 事
� 本ソ 無償提供 自社

段取 を済 せ タ を持ち
込 事 可能

� M）X-540
� オ チ ン ャ 回転軸

ニ よ 自動 ４面加工 可能
金属加工時を除く

� 3）-（A） タを 活用 外観 イ
ンやパ 試作 簡易金型製作 生産治
具製作 小 生産 幅広く活用

� 主 様

� ン 回転 度：MAX12000rpm

� 加工 イ ： W)400mmｘ ） 400mmｘ H 155mm

※回転軸 ニ 使用時 φ180mmェ203mm

� 積載重量：10Kg

※回転軸 ニ 使用時 5kg

� 加工精度：み0.05mm

� 加工材質：ABS P（ PPS ラ チ ク 及び 真鍮

� （AMソ ：SRP Plaとer 入力形式：IGES STL N（ タ

� 装着オ ン：AT（ ニ 回転軸 ニ T

� 材料形式：汎用材 持ち込 た 弊所手配

公益財団法人 福岡県産業 科学技術振興財団
社会 実証 ンタ

〒819-1122 糸島市東1963-4
TEL：092-331-8510 FAX：092-331-8515
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� 特徴
� 対話型 操作 簡単 SRP Plaとerソ
� オ チ ン ャ 回転軸 ニ よ 自動加工
� 安全設計 有害物質や異臭 発生



� 近磁界 を使用し ン 基板 発
生す 電磁波 EM（ を簡単 正確 自動測定
す 事 可能
� 測定物 写真 ッ を重 合わせ 事

発生源や強度を視覚的 確認す 事 可能

� 電磁波照射 を装備す こ 近磁界 電
界 電磁波検知 EMI 加え 電磁波照射

ッ ュ 局所ＲＦ印加試験 可能

� WM7400

� 直交 X･Y･Z軸 ＋回転 θ軸
４軸 Ａ４ 程度

電子基板を全方向 測定可能

� 専用解析ソ
� 測定物 写真 ッ を重

合わせ 事 発生
源を視覚的 確認す 事 可能

� 解析ソ ソ し
無償提供可能 タ持ち帰

詳細解析 可能

� 計測器
� Keとsighっ

N9030A 連携し 詳細
解析 可能

� ュ 試験 際
タ

Keとsighっ N5182A 信号を
供給し す
※パワ ン 信号増幅
可能 ～1GHど 40dB 10W

� 主 仕様

� 測定範囲：W300 mmェ）300 mmェH100 mm

カ 撮影可能範囲：W300 mmェ）215 mm

� 位置精度 X,Y,Z ：み0.01 mm

� 位置精度 θ ：み1.0 ま

� 測定方法：近磁界 走査式 距離計付

� 測定周波数：150 KHど ～ 8 GHど

� 最少 キャン ッ ：0.1 mm

公益財団法人 福岡県産業 科学技術振興財団
社会 実証 ンタ

〒819-1122 糸島市東1963-4
TEL：092-331-8510 FAX：092-331-8515
URL：hっっp://jiss.isっ.or.jp/ e-mail：admin@jiss.isっ.or.jp

� 類

� 計測目的や 使用す を使い分け 事 可能

種別 名称 周波数特性 感度 分解能

垂直扁平 . mm ～ z － dB . mm
垂直扁平 mm ～ z － dB . mm
水平円形 mm ～ z － dB . mm
垂直円形 mm ～ z － dB . mm
φ mm ～ z － －
φ mm ～ z － －

電磁波照射 電界 ～ z － －
電磁波照射 磁界 ～ z － －

近磁界

電界

電磁波照射

� ン ッ ETS-LIN）GREN
Model7402 を組
合わせ 手動 荒測定を行う事も可能


